
グローバル保険の概要 （キャプティブの効果）

グローバル保険プログラムとは、 親会社が国内外の子会社のリスクを包含して保険手配することで安定した

補償資力の確保や保険コストの抑制を実現するプログラムを指します。 又、保険リスク全般の見える化により、

より効率的なプログラムへ発展させることが可能となります。 弊社では企業内環境に応じた付保ガイドライン

をアドバイスし、 海外の提携ブローカーと連携しながら、 ワンストップで保険サービスを提供します。

グローバル保険プログラム

ご本社で国内および海外拠点のリスクを包括した保険プログラムを構築、 その契約の一部を元受保険会社経由

でキャプティブに出再し、 契約全般をコントロールする事も可能です。
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グローバル視点での保険見直しのプロセス

phase 01 phase 02 phase 03

国内契約の見える化

財産保険

賠償責任保険

物流保険　等を分析、 評価

海外契約の見える化

北米 ・ 欧州 ・ 東南アジアの

付保内容を分析、 評価

グローバル化

付保ガイドライン

＋

保険管理の集約化

国内事業所の参加 海外事業所の参加 全社参加

最終的なゴール

企業価値の最大化

弊社でご提案申し上げる保険統合のステップはフェーズ１から３へ発展させていく保険プログラムです。

国内リスクマネジメント体制の構築と保険の統合化は、 その後のグローバル保険プログラムの基盤となります。
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海外保険統合化のイメージ

ローカルポリシー

C 現法

50 億円 

ローカルポリシー

A 現法

20 億円

ローカルポリシー

B 現法

70 億円

例） てん補限度額　100 億円

アンブレラポリシー

A 現法 B 現法 C 現法

グローバル保険プログラム
（Global Insurance Program）

日本の親会社でリスクの一元管理

海外事業所が個別に手配する賠償責任保険を日本の親会社のマスター証券で包含し、 スケールメリットを追求すると

共に単一事業所では手配が難しい高額な補償資力をグループ全体で一括購入します。
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